
第二つつじヶ丘学園中期事業計画（令和 3 年度～令和 7 年度） 

（2021 年～2025 年） 

施設の理念   

国並びに熊本県の方針を踏まえつつ、障害者の人としての尊厳を守り、利用者自身が自尊心

を高め、地域社会の中で主体的に幸せな生活が出来ることを基本目標として、総合的な福祉サ

ービスを計画的に提供し、地域共生社会の実現を目指します。 

 

施設の指針・方針  

１．支援拠点事業の充実（全職員） 

１－① 施設福祉拠点（障害者支援施設・就労継続支援Ｂ型）  

１－② 地域福祉拠点（ＧＨ・生活介護・相談支援）  

２．ご利用者の心豊かな暮らしの実現に向けて 

２－① 食事提供サービスの内容充実  

２－② 重度高齢化を踏まえた健康衛生管理の適正化  

２－③ 教養娯楽の内容充実  

２－④ 利用者の QOL 向上（全職員） 

２－⑤ 虐待防止・事故防止・苦情解決の徹底（権利擁護・意思決定支援含む）  

２－⑥ 生産活動の充実（就労継続支援Ｂ型） 

３．基本的リスクマネジメントの徹底と強化  

３－① 報酬改定を踏まえた適切な指定変更による収入維持  

３－② 利用者の安心安全の保障体制の強化（事故防止・虐待防止・苦情解決の徹底強化）  

３―③ 防災対策の充実と福祉避難所機能の充実  

３－④ 感染症対策の充実  

３－⑤ 指定基準の遵守と確実な給付費請求体制づくり      

４．運営規程、重要事項説明書、利用契約書等の見直し（サービス管理責任者）  

５．業務の資質向上（推進・資質向上部門責任者）  

６．地域貢献事業の推進（施設機能の資源化を含む）  

７．広報活動の内容充実  

８．ＰＤＣＡサイクルの質の向上  

９．事務の安定化及び効率化を図る 

１０．労働衛生管理について 

 

 

令和３年度重点事業  

１．ニーズに合わせた全事業の構成及び体制の見直しによる経営の安定化  

２．障害者支援施設と地域支援拠点化事業の体制づくりの開始  

３．就労継続支援Ｂ型事業所の経営体制の安定化  

４．地域支援拠点事業の経営の安定化（相談支援・ＧＨ・生活介護）  

５．食事提供サービス事業の経営体制づくり 

６．健康衛生管理体制の強化  

７．相談支援事業の充実  

８．職員の相談支援能力の向上  

９．各事業の定員に関する具体的な取り組み 



１０．高齢知的障害者への専門的支援の提供  

１１．個人生活や家庭生活に近づける支援の徹底  

１２．虐待防止の徹底（継続事業）と権利擁護  

１３．事故防止の徹底（継続事業） 

1 4. 苦情解決  

１５．各事業における指定基準の遵守体制の安定化（継続事業）  

１６．交流行事の充実（継続事業） 

１７．人材育成の充実（継続事業） 

１８．利用者と家族の距離の適正化を図る（継続事業）  

１９．防災体制の充実（継続事業） 

２０．専門性の向上（継続事業） 

２１．補助マニュアル作成（継続事業） 

２２．労働衛生管理の内容の充実を図る（継続事業）（労働施策総合推進法の改正を踏まえ） 

２３．地域貢献事業推進（継続事業） 


